
岡崎市ＤＶ対策基本計画(第３次)

令和３年度実施状況報告書



１ 市民への啓発

ＤＶ理解のための啓発の推進

２ 若い世代への啓発

⑴ 若年層へのデートＤＶ防止啓発の推進

⑵ 学校教育における人権尊重や男女共同参画の推進

３ 相談窓口の周知とＤＶの早期発見体制の充実

⑴ 相談窓口の周知

⑵ 早期発見のための周知
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１ 相談体制の充実と環境整備

身近で安心して相談できる体制の整備

２ 女性相談員の資質向上

⑴ 女性相談員向けの研修の実施

⑵ 女性相談員への支援の充実

Ⅰ あらゆる暴力を

許さない社会づくり

Ⅱ 相談体制の充実

１ 被害者の安全・安心の確保

⑴ ワンストップサービス体制の実施

⑵ 緊急時における被害者及び同伴家族の安全確保

⑶ 被害者等の情報の保護

⑷ 加害者への対応

２ 被害者の自立・回復の支援

⑴ ワンストップサービス・同行支援の実施

⑵ 住宅に関する支援

⑶ 経済・就労に関する支援

⑷ 子どもに対する支援

⑸ こころの回復に向けた支援

Ⅲ 被害者の安全確保と

自立支援

１ 庁内の連携体制の充実

⑴ 庁内の連携・協力の推進

⑵ 「岡崎市ＤＶ被害者対応マニュアル」の見直し

２ 関係機関との連携強化

関係機関の連携・協力の推進

３ 市職員向けの研修

市職員向けの研修の実施

Ⅳ 関係機関等との

連携充実

計画の体系

基本理念 基本目標 基本施策



基本目標 基本施策 令和3年度における取組内容 担当課等

①市民に向けたＤＶ理解のための講座を開催し、ＤＶに関する啓
発を進めます。

○デートＤＶに関する出前講座の実施
慈恵福祉保育専門学校、愛知産業大学三河高等学校、岡崎市立看護専門学校

で、生徒を対象に、出前講座を実施しました。（延べ430人）

新型コロナウイルス感染症拡大防止に資するため、出前講座以外の講演会等
は、中止しました。

家庭児童課

②国が提唱している「女性に対する暴力をなくす運動」（毎年11
月12日～25日）に合わせた啓発を行います。

○ＤＶ相談のホームページの修正（下記を追記しました。）
・暴力の背景には、性別による固定的な役割分担意識（ジェンダー）の考え方が
影響していること

・加害者及び被害者の特徴
・被害者を孤立させないためには周知の「気づき」が必要であることなど。

○「岡崎市ＤＶ対応マニュアル」の改訂
ＤＶ被害者の早期発見と二次被害の防止に資するため、「岡崎市ＤＶ対応マ

ニュアル」を改訂し、庁内関係各課等に送付しました。

家庭児童課

③ＤＶのある家庭では、面前ＤＶ等の児童虐待が同時に起こって
いる場合があることから、ＤＶと児童虐待を包括的に啓発します。

○ＤＶ相談のホームページの修正（下記を追記しました。）
・ＤＶのある家庭では児童虐待が潜んでいること
・子どものいる前で口論や暴力がある場合、子どもへの心理的虐待に当たること
・心理的虐待を受けている子どもは、早期に、子どもの相談窓口に相談する必要
があること

○「岡崎市ＤＶ対応マニュアル」の改訂
ＤＶ被害者の早期発見と二次被害の防止に資するため、「岡崎市ＤＶ対応マニュ

アル」を改訂し、庁内関係各課等に送付しました。

マニュアルには下記を追記し、ＤＶと児童虐待を包括的に周知しました。
・面前ＤＶは子どもへの心理的虐待に当たること
・恐怖心から加害者の子どもへの虐待を制止することができない場合があること
・被害者自身がＤＶ被害に疲弊して、子どもを虐待する場合があるなど。

家庭児童課

④男性も相談してよいという市民意識の醸成や、性別の観点か
ら発生する役割分担意識の解消に向けた啓発を行います。

〇男女共同参画啓発のパネルの展示
・期間 12月8日（水）～1月12日（水）
・場所 図書館交流プラザ2階

○ＤＶ相談のホームページの修正（下記を追記しました。）
・暴力の背景には、性別による固定的な役割分担意識（ジェンダー）の考え方が
影響していること

・男性の被害者が増加していること
・岡崎市では、男性相談を開設していること

○男性相談を実施していることの啓発
岡崎市ホームページのトップページから、「男性相談のページ」にアクセスできる

ように不定期に設定し、閲覧数の増加につなげました。

多様性社会推進課、
家庭児童課

⑤ＤＶをはじめとした女性に対するあらゆる暴力の根絶に向け、
啓発を行います。

〇ＤＶ防止啓発のためのパープル・ライトアップ
・期間 11月15日（月）～25日（水）
・場所 殿橋、明代橋

〇ＤＶ防止啓発のためのパネルの展示
・期間 9月15日（水）～10月13日（水）
・場所 図書館交流プラザ2階

多様性社会推進課、
家庭児童課

計画内容

①あらゆる暴力を許さない社会
づくり

①市民への啓発 ＤＶ理解のための啓発の推進



①若年層へのデートＤＶ防止啓発
の推進

学校等へ向けた出前講座を開催し、暴力によらない問題解決の
方法が身につくよう、若い世代及び教育関係者に向けてデートＤ
Ｖに対する正しい理解の促進に努めます。

○デートＤＶの出前講座の実施
【慈恵福祉保育専門学校】
・期日 12月3日（金）
・人数 33人

【愛知産業大学三河高等学校】
・期日 12月7日（火）
・人数 360人

【岡崎市立看護専門学校】
・期日 3月14日（月）
・人数 37人

家庭児童課

②学校教育における人権尊重や
男女共同参画の推進

学校教育では、命の大切さや思いやりの心を学ぶ機会などを通
して、人権尊重の意識を高める教育を行います。また、男女共同
参画の視点に立った人権問題について学習する機会を設けま
す。

○全小中学校67校において、人権教育や道徳教育の実施
対象 児童生徒約33,000人

学校指導課

①相談窓口の情報を掲載したカードやリーフレットを作成し、被
害者の目に触れやすい場所に設置するなど、相談窓口の周知を
図ります。

○相談案内カードの設置
・女性用のカード 市の公共施設や医療機関のトイレなど
・男性用のカード 岡崎市福祉会館のトイレ

家庭児童課

②被害者が早い段階で気軽に相談を受けられるよう広報を工夫
します。

○「市政だより」において相談窓口の案内（毎月）

○ＤＶ相談窓口のホームページへの掲載
○女性相談窓口のホームページへの掲載
○男性相談窓口のホームページへの掲載

家庭児童課

②早期発見のための周知 友人、近隣住民の他、福祉関係者や医療機関など、被害者を発
見した際には相談窓口につながるよう、協力を呼びかけます。

○ＤＶ相談のホームページの修正（下記を追記しました。）
・被害者を孤立化させないためには、周囲の方の「気づき」が必要であること
・ＤＶ相談窓口を紹介していただくことで、被害者は支援に繋がることができること

○「岡崎市ＤＶ対応マニュアル」の改訂及び送付
ＤＶ被害者の早期発見と二次被害の防止に資するため、「岡崎市ＤＶ対応マニュ

アル」を改訂し、庁内関係各課等に送付しました。

○民生委員への周知
ＤＶ相談窓口を周知しました。

家庭児童課

②若い世代への啓発

③相談窓口の周知と
ＤＶの早期発見体制
の充実

①相談窓口の周知



①高い専門性を有した相談員を安定的に確保し、相談体制の充
実に努めます。

○女性相談員の確保

○ＤＶ相談の実施
・年末年始を除く毎日
・件数 426件

○女性相談の実施
・年末年始を除く毎日
・件数 1,390件

○男性相談の実施
・毎週水曜日
・件数 40件

家庭児童課

②ＤＶと児童虐待を一体的に管轄する庁内組織があること、更に
市内に児童相談所が設置されていることを強みに、相談者への
寄り添いや虐待に対する指導方法を包括的に検討し、対応して
いきます。

○女性相談員による相談対応
女性相談員は、ＤＶと児童虐待が密接に関係していることを念頭に、個々のケー

スに対応しました。

○児童虐待を所管する係及び児童相談所との連携
女性相談員は児童虐待を発見した場合、児童虐待を所管する部署等と、家庭の

問題として包括的に検討しました。

家庭児童課

③守秘義務を徹底し、受容的な態度で対応します。 ○守秘義務の徹底
守秘義務を徹底し、受容的な態度で対応しました。

家庭児童課

④法律に関する問題についての情報提供やアドバイスを行う場
として弁護士による法律相談を実施します。また、法テラスの活
用について情報提供を行います。

○市民相談（弁護士による法律相談）
・実施日 月曜日、水曜日及び木曜日
・件数 785件

○女性のための法律相談
・実施日 毎月第2・4の火曜日及び土曜日
・件数 100件

防犯交通安全課、
家庭児童課

⑤同一世帯で、各々が女性相談と男性相談を利用する可能性
があるため、双方の相談者が安心して相談できる環境を整えま
す。

○個人情報の保護の徹底

○相談室の確保
相談者が安心して相談できるよう、個室を確保しました。

生涯学習課、
家庭児童課

⑥被害者がＬＧＢＴ、障がい者や高齢者等の場合は、それぞれの
ニーズに対応する相談窓口につなげます。
被害者が外国人等通訳を必要とする場合は、通訳等を介して相
談を行います。

○LGBT電話相談
毎月第3木曜日

○外国人相談
ポルトガル語、フィリピン語、中国語、英語、ベトナム語及びスペイン語

○障がい者の相談対応

○高齢者
虐待対応 65件

○その他、関係部署による相談対応
ふくし相談課では、包括的相談支援事業として属性や世代を問わない包括的な

相談を受付けました。
多機関協働事業として、関係機関と支援会議を通じて連携しました。

多様性社会推進課、
ふくし相談課、
障がい福祉課、
長寿課、
健康増進課、
家庭児童課

②相談体制の充実 ①相談体制の充実と
環境整備

身近で安心して相談できる体制の
整備



①女性相談員は、ケース会議を通じて被害者理解を深め、総合
的、多角的に問題を捉え、対応方針を確認する機会を設けま
す。

○ケース会議の実施
実施回数 12回

家庭児童課

②研修への参加やスーパービジョンの実施により、女性相談員
の価値観や思い込みによる歪んだ見立てや対応をしていないか
などを振り返り、相談対応力の向上を図ります。

○スキルアップ講座の実施
【岡崎警察署生活安全課第2係 竹内氏】
期日 12月20日（月）

【人間環境大学 心理学部心理学科 髙橋教授】
期日 2月14日（月）

○スーパービジョンの実施
・個人 36回
・グループ 12回

○関係機関が主催する研修への参加
【愛知県女性相談センター】
期日 4月21日（水） ※書面会議

【独立行政法人国立女性教育会館】
・女性関連施設相談員研修
・期日 6月16日（水）～7月14日（水） ※視聴

【独立行政法人国立女性教育会館】
・男女共同参画の視点による災害対応研修 ※視聴
・期日 10月13日（水）～11月22日（月）

【愛知県女性相談センター】
期日 11月5日（金）

【愛知県西三河福祉相談センター】
期日 11月26日（金）

【愛知県女性相談センター】
期日 3月18日（金） ※書面会議

家庭児童課

②女性相談員への支援の充実 女性相談員一人で問題を抱え込まないよう、女性相談員の職務
の特性に配慮したバックアップ体制を整備し、二次受傷の予防や
バーンアウト防止に努めます。

○スーパービジョンの実施
・個人 36回
・グループ 12回

家庭児童課

②女性相談員の資質
向上

①女性相談員向けの研修の実施



①ワンストップサービス体制の実
施

被害者の負担軽減と安全上の観点から、ワンストップサービスに
より支援窓口を一つに定め、手続きの円滑化に努めます。

○ワンストップサービスの実施 家庭児童課

①被害者のプライバシーが守られ、安心して相談することができ
るよう、相談窓口の安全確保を最優先します。

○相談室の確保 家庭児童課

②安全な避難場所が必要な場合は、一時的に宿泊施設の提供
を行います。

○緊急宿泊の実施
人数 6世帯 11人

家庭児童課

③本人の意思に基づき、一時保護の依頼をするに当たり、愛知
県女性相談センター、児童相談所、警察と被害者と同伴する家
族の被害状況を包括的に検討し、支援方針を協議します。

○関係機関との連携による一時保護の実施
人数 2世帯 4人

家庭児童課

④夜間や休日に緊急に保護が必要となった場合に、スムーズに
保護につながるよう関係機関や警察と連携を図ります。

○警察など関係機関との連携による一時保護の実施 家庭児童課

⑤一時保護に至らない場合において、被害者が加害者から危害
を加えられることのないよう警察と連携し、安全確保に努めま
す。

○警察との連携による被害者の安全の確保 家庭児童課

⑥被害者が警察への援助の申し出や保護命令等、加害者から
の危害から身を守るための施策を利用できるように情報提供と
助言を行います。

○ＤＶ相談の実施
・年末年始を除く毎日
・件数 426件

家庭児童課

⑦保護を求めてきた家族に子どもがいる場合、児童虐待を受け
ている可能性があるため、児童相談所等と連携し、支援方針を
決めていきます。

○児童相談所等との連携による支援方針の決定 家庭児童課

⑧女性を始め、男性やＬＧＢＴ、障がい者や高齢者、外国人の被
害者の適切な保護・措置に努めます。

○障がい者の保護

○高齢者の保護
虐待対応 65件

○その他、関係部署による保護等の実施

障がい福祉課、
長寿課、
健康増進課、
家庭児童課

①被害者と被害者と同伴する家族の個人情報の保護を徹底しま
す。

○住民基本台帳における支援措置の案内

○個人情報の保護の徹底

関係各課等

②住民基本台帳事務における支援措置を実施するとともに、関
連した事務処理を行う部署との情報共有を徹底します。

○住民基本台帳事務における支援措置
令和3年4月1日現在
支援措置総件数 207件

令和3年度中に支援措置終了となった件数
・本市受付件数 40件
・他市受付件数 26件

令和4年3月31日現在
・支援措置総件数 257件
（内訳）
・本市受付件数 104件
・他市受付件数 153件

市民課、
家庭児童課

③被害者の安全確保と自立支援 ①被害者の安全・安
心の確保

②緊急時における被害者及び同
伴家族の安全確保

③被害者等の情報の保護



④加害者への対応 ①加害者の更生対策について、国の施策の状況を注視し、他市
の状況の情報収集に努めていきます。

○加害者の更生対策に関する調査の実施
・国の動向の調査
・加害者と被害者の特徴の調査
・既に実施されている加害者更生プログラムの調査など。

家庭児童課

①ワンストップサービス・同行支援
の実施

自立支援に係る手続きの際は、必要に応じてワンストップサービ
スによって対応します。
被害者の負担の軽減と手続きの円滑化を図るため、同行支援を
行い、被害者の置かれた状況を補足して説明します。

○ワンストップサービスの実施 家庭児童課

①子どもを同伴する被害者の自立を図るために、母子生活支援
施設への入所を支援します。

○母子生活支援施設への新規入所
人数 2世帯 4人

家庭児童課

②児童福祉法に基づく施設への入所に至らない場合、他法に基
づく施設入所を検討します。

○関係部署との連携による他法に基づく施設入所の検討 地域福祉課、
障がい福祉課

③公営住宅の紹介や住宅セーフティネット制度に基づき民間賃
貸住宅への入居の相談に応じ、住宅等の情報提供を行います。

○住宅セーフティネット制度に基づく相談対応
件数 71件（うちDV被害者：5件（住宅等の情報提供 2件））

○市営住宅一時入居
延べ件数 5件（うちＤＶ被害によるもの 0件）

住宅計画課

①各種手当、母子・父子・寡婦福祉資金、生活保護、国民健康保
険の加入等の福祉施策を活用し、生活の自立を支援します。
支援に当たっては、母子・父子自立支援員と連携を図ります。

○生活保護の適用の検討

○生活困窮者自立支援法に基づく支援
・住居確保給付金の支給 1,250件
・一時生活支援事業（緊急一時宿泊利用日数） 522件

○国民健康保険証の交付
○医療受給者証の交付

○児童手当、児童扶養手当、市（県）遺児手当の申請の受付

○関係機関、関係部署との連携

地域福祉課、
ふくし相談課、
国保年金課、
子育て支援室

②母子家庭等就業支援センター事業など就労や資格取得等に
関する情報を提供するなど、被害者一人ひとりの状況に応じた
就労支援に取り組みます。

○就労支援
ハローワーク、就労サポートセンター、就労支援員による就労支援 71件

○関係機関、関係部署との連携

地域福祉課、
子育て支援室

①被害者の家庭に児童虐待がないか、子どもの状況確認に努
めるとともに、児童相談所と迅速かつ適切に連携して、児童虐待
の早期発見に努めます。

○児童相談所など関係機関等による虐待への対応 家庭児童課

②面前ＤＶのある環境で育った子どもは、脳の萎縮や複雑性ＰＴ
ＳＤ等の症状が懸念されるため、児童相談所等と連携を図るなど
対応していきます。

○児童相談所など関係機関等による虐待への対応 家庭児童課

③日常生活において、被害者の子どもが適切な配慮を受けられ
るよう、必要に応じてスクールカウンセラーや教育相談センター
による専門相談について情報提供を行います。

○スクールカウンセラーによる相談活動の実施

○スクールソーシャルワーカーによる関係機関への働きかけ
延べ支援回数 4,974回

学校指導課

②被害者の自立、回
復の支援

②住宅に関する支援

③経済・就労に関する支援

④子どもに対する支援



④転校や保育園への入園、就学援助など、子どもに関する各種
制度の案内や手続きの支援をします。

○保育園の入所相談等 保育課、
学校指導課

①こころの健康に関する相談や精神科医師による相談を実施
し、被害者のこころのケアを行います。

○医師、精神保健福祉士等による相談の実施

○精神保健福祉相談
ＤＶに関する相談 0件（総数1,936件中）

健康増進課

②ＰＴＳＤやうつ病等を患っている人には、医療機関等の専門窓
口を紹介し、医療につなげます。

○医療機関への受診勧奨 家庭児童課

①危険から逃れてきた被害者の状況を把握し、必要となる施策
の担当窓口と速やかに連携、対応することによって安全の確保
及び安心の提供に努めます。

○関係部署との連携による安全の確保

○ワンストップサービスの実施

家庭児童課

②ＤＶ対応庁内連絡会議に参加し、被害者支援に関する新しい
課題や制度について共通認識を持ち、緊密に連携します。

○関係部署との情報共有並びに連携体制の確認、強化 関係各課等

③窓口において、性別にとらわれず、被害者の早期発見の視点
を持って対応することで、ＤＶ被害の早期発見に努めます。

○岡崎市ＤＶ対応マニュアルに基づく相談対応
マニュアルの順守

関係各課等
（生涯学習課を除く。）

②「岡崎市ＤＶ被害者対応マニュア
ル」の見直し

「岡崎市ＤＶ被害者対応マニュアル」の内容を、社会情勢の変化
や法改正等に応じて精査し、関係各課等に周知を図ります。被
害者への二次被害の防止及び被害者支援体制の周知を図りま
す。

○マニュアルの名称の変更
従来の「岡崎市ＤＶ被害者対応マニュアル」に、加害者の特徴など、被害者以外

の情報を追記したため、名称を「岡崎市ＤＶ対応マニュアル」に変更しました。

○「岡崎市ＤＶ対応マニュアル」の送付
ＤＶ被害者の早期発見と二次被害の防止に資するため、マニュアル」を、庁内関

係各課等に送付し、周知を図りました。

家庭児童課

①被害者の安全確保のため、愛知県女性相談センター、警察、
児童相談所、民間シェルター等の関係機関との円滑な連携及び
協力体制を強化し、支援の充実に努めます。

○岡崎市要保護児童・ＤＶ対策協議会 ＤＶ対策部会実務者会議の開催
期日 2月15日（火） ※書面会議

家庭児童課

②連携に不可欠な情報を共有するためには関係機関相互の信
頼関係が必要であるため、「岡崎市要保護児童・ＤＶ対策協議
会」を通じて関係機関の機能について相互の理解を図り、協力
関係の強化推進に努めます。

○岡崎市要保護児童・ＤＶ対策協議会 代表者会議の開催
期日 6月1日（火） ※書面会議

○岡崎市要保護児童・ＤＶ対策協議会 実務者会議の開催
期日 2月15日（火） ※書面会議

○岡崎市要保護児童・ＤＶ対策協議会 岡崎市ＤＶ対応庁内連絡会議
期日 3月23日（火） ※書面会議

家庭児童課

③民間支援団体が持つ様々な支援メニュー及び豊富なノウハウ
の活用に努め、被害者支援及び施策の推進を図ります。

○岡崎市要保護児童・ＤＶ対策協議会 代表者会議の開催
期日 6月1日（火） ※書面会議

家庭児童課

⑤こころの回復に向けた支援

④関係機関等との連携充実 ①庁内の連携体制の
充実

①庁内の連携・協力の推進

②関係機関との連携
強化

関係機関の連携・協力の推進



①ＤＶ被害に対する正しい理解を深めるとともに、被害者の心情
に配慮した対応や秘密の保持、被害者の情報管理が徹底できる
よう、職務関係者を対象とした研修を行います。

○岡崎市要保護児童・ＤＶ対策協議会 岡崎市ＤＶ対応庁内連絡会議
期日 3月23日（火） ※書面会議

○「岡崎市ＤＶ対応マニュアル」の送付
ＤＶ被害者の早期発見と二次被害の防止に資するため、「岡崎市ＤＶ対応マ

ニュアル」を改訂し、庁内関係各課等にＤＶと児童虐待を包括的に周知しました。

家庭児童課

②ＤＶを取り巻く新たな情報や課題について関係各課等に周知
し、認識の共有に努めます。

○岡崎市要保護児童・ＤＶ対策協議会 岡崎市ＤＶ対応庁内連絡会議
期日 3月23日（火） ※書面会議

○「岡崎市ＤＶ対応マニュアル」の送付
ＤＶ被害者の早期発見と二次被害の防止に資するため、「岡崎市ＤＶ対応マ

ニュアル」を改訂し、庁内関係各課等にＤＶと児童虐待を包括的に周知しました。

家庭児童課

③市職員向けへの研
修

市職員向けの研修の実施


